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DTの水冷についての重工計算結果 990609     T・Kato

第一タンクDT      No.l No. 6        No. 58     No. ７7
高周波3 %duty -2.8２ -2.97       -３．34      -3.77       kHz

高周波10 %duty  -9.48 -９.３6       -11.17-12.66     kHz
これより以下がわかる。

1) 3% dutyでは、タンク両端の周波数変化は約1kHzである。
2) １0% dutyでは、タンク両端の周波数変化は約3.2 kHzである。
3温度差はdutyにほぼ比例する。

昨年、報告したタンクの電場分布の変化の概要は次の通りであり、高周波10%は下のcase
(2)に対応する。
DTLの水冷

First tankで考える（これが一番厳しい、データは３タンクについて貯えてお<)
１）全体が１度上昇の時（図では周波数の符号が逆になっている）

first UI､の長さ変化53*16.4e-6̅９ミクロン程度

Af last ceU=5 kHz   1btal Af=6.2 kHz
このセル周波数変化による電場分布は±0.2%。
＊１本のチューナーで周波数を補償するには、チューナー直径あたりの局所周波数で
682 kHz (約3cm)必要。その時の電場分布は下図。
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Ｚ２）全体が２度上昇の時

Af last celKLl kHz   1btal Af=１3 kHz
このセル周波数変化による電場分布は士0.4%,
＊１本のチューナーで周波数を補償するには、チューナー直径あたりの局所周波数で
1381 kHz (約6cm)必要。その時の電場分布は下図。チューナー２本の場合もスケー

ルが２倍になるのみ。
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